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1. 輸送の安全に関する基本的な方針

本
社
・
各
営
業
所
に
掲
示平成１９年４月１日

社長は、輸送の安全の確保が事
業経営の根幹であることを深く
認識し、従業員に輸送の安全の
確保が最も重要であるという意
識を徹底させ、また、社内にお
いて輸送の安全の確保に主導的
な役割を果たす。

会社は、安全マネジメントを確
実に実施し全従業員が一丸と
なって業務を遂行することによ
り、絶えず輸送の安全性の向上
に努める。

会社は輸送の安全に関する情報
について積極的に公表する。



2. 輸送の安全に関する目標及び達成状況

2025年度目標 2025年度結果

１. 人身交通事故（車内事故を含む）

目標 ０ 件
目標未達成 4件

（うち車内事故 4件）
前年対比 3件減

2. 有責物損交通事故

目標前年度実績の35％減

目標 14件

目標未達成 25件
前年対比 5件増



【参考】自動車事故報告規則第２条

第２条 この省令で「事故」とは、次の各号のいずれかに該当する自動車の事故をいう。

（１） 自動車が転覆し、転落し、火災（積載物品の火災を含む。以下同じ。）を起こし、又は鉄道車両（軌道車両を含む。

以下同じ。）と衝突し、若しくは接触したもの

（２） １０台以上の自動車の衝突又は接触を生じたもの

（３） 死者又は重傷者（自動車損害賠償保障法施行令（昭和 30 年政令第 286 号）第５条第２号又は第３号に掲げる傷害を

受けた者をいう。以下同じ。）を生じたもの

（４） １０人以上の負傷者を生じたもの

（５） 自動車に積載された次に掲げるものの全部若しくは一部が飛散し、又は漏えいしたもの(危険物・火災類等）

（６） 自動車に積載されたコンテナが落下したもの

（７） 操縦装置又は乗降口の扉を開閉する操作装置の不適切な操作により、旅客に自動車損害賠償保障法施行令第５条

第４号に掲げる傷害が生じたもの

（８） 酒気帯び運転（道路交通法（昭和 35 年法律第 105 号）第 65 条第１項の規定に違反する行為をいう。以下同じ。）、無

免許運転（同法第 64 条の規定に違反する行為をいう。）、大型自動車等無資格運転（同法第 85 条第５項から第９項

までの規定に違反する行為をいう。）又は麻薬等運転（同法第 117 条の２第３号の罪に当たる行為をいう。）を伴うもの

（９） 運転者の疾病により、事業用自動車の運転を継続することができなくなったもの

（１０） 救護義務違反（道路交通法第 117 条の罪に当たる行為をいう。以下同じ。）があったもの

（１１） 自動車の装置（道路運送車両法（昭和 26 年法律第 185 号）第 41 条各号に掲げる装置をいう。）の故障（以下単に

「故障」という。）により、自動車が運行できなくなったもの

（１２） 車輪の脱落、被牽引自動車の分離を生じたもの（故障によるものに限る。）

（１３） 橋脚、架線その他の鉄道施設（鉄道事業法（昭和 61 年法律第 92 号）第８条第１項に規定する鉄道施設をいい、軌

道法（大正 10 年法律第 76 号）による軌道施設を含む。）を損傷し、３時間以上本線において鉄道車両の運転を休止

させたもの

（１４） 高速自動車国道（高速自動車国道法（昭和 32 年法律第 79 号）第４条第１項に規定する高速自動車国道をいう。）

又は自動車専用道路（道路法（昭和 27 年法律第 180 号）第 48 条の４に規定する自動車専用道路をいう。以下同

じ。）において、３時間以上自動車の通行を禁止させたもの

（１５） 前各号に掲げるもののほか、自動車事故の発生の防止を図るために国土交通大臣（主として指定都道府県等（道

路運送法施行令（昭和 26 年政令第 250 号）第４条第１項の指定都道府県等をいう。以下同じ。）の区域内において

行われる自家用有償旅客運送に係るものの場合にあっては、当該指定都道府県等の長）が特に必要と認めて報告

を指示したもの

種別
目
標

結果

第２条第３号に関する報告（重大事故） 0 0件

第２条第９号に関する報告（健康起因事故） 0 0件

第２条第１１号に関する報告（車両故障） 0

本社営業所
2件

出雲営業所
6件

その他報告すべき事故 0 0件

3. 自動車事故報告規則第2条に基づく2025年度事故統計



①輸送の安全の確保が最も重要であるという意識を徹底し、関係法
令及び安全管理規定に定められた事項を遵守いたします

②輸送の安全に関する費用支出及び投資を積極的かつ効率的に行う
よう努めます

③輸送の安全に関する内部監査を行い、必要な是正措置又は予防措
置を講じます

④輸送の安全に関する情報の連絡体制を確立し、社内において必要
な情報を伝達いたします

⑤輸送の安全に関する教育及び研修に関する具体的な計画を策定し、
これを確実に実施いたします

4.輸送の安全に関する重点施策



5.【安全投資の実施状況】

◆ 当社では、輸送の安全性向上およびリスク低減を目的として、運行実態の分析および訓練結果等を
踏まえ、以下の安全投資を実施しました。

AED搭載マーク

高速・貸切・隠岐汽船接続バスへ脚立を導入

高速バスおよび貸切バスにおける
緊急対応訓練の結果を踏まえ、非
常口からの避難時における安全性
および円滑性の向上を図るため、
非常口脱出用脚立を導入しました。

一般路線車いす固定具（自動巻取り式）装置更新

車いすをご利用のお客様の安全確保
の強化および乗務員の作業負担の軽
減を目的として、車内における固定
方法の見直しを行い、より確実に固
定可能な車いす固定装置へ更新しま
した。

本社営業所
出雲営業所

12m大型車両
全車両導入

本社営業所
出雲営業所

一般路線車両
全車導入

ドライブレコーダー最新機種への更新

運行状況の把握および安全指導の高
度化を目的として、ドライブレコー
ダーを最新機種へと更新しました。

本社営業所 全車両導入

出雲営業所 2026年度導入

高速バス・貸切バスへのAED（自動体外式除細動器）搭載

万が一の車内急病人発生時に迅速な救命対応を
行うため、AED（自動体外式除細動器）を導入
しました。
あわせて乗務員に対する救命講習を実施し、心
肺蘇生法およびAEDの取扱いについて教育を
行っております。



6. 輸送の安全に関する計画および目標（2026年度）“令和8年度 事故削減 目標”

◎人身傷害事故

車外人身事故0件 車内事故0件
重点防止事項 発進・停止時と扉開閉時の安全確認の徹底

（令和7年度3件 うち車内事故3件）

◎有責物損事故

20件以下 20％削減
重点防止事故 ①左側事故 12件以下 （令和７年度１６件）

重点防止事故 ②後退事故  3件以下 （令和７年度    7件）

↳２段階停車と確認行動の実行
 

R8度 目標数字（暫定）
３か年計画で物損事故件数１４件以下目指す



7.輸送の安全に関する教育及び研修の計画（2026年度）

■SASスクリーニング検査の強化による治療促進に努めます。
腹部に巻くタイプの睡眠状態データ分析ツールを導入し、１年に１度全従業員のプレ・
スクリーニング検査を実施します。（結果により、医療機関での精密検査・治療の促
進）
■過去の重大事故を風化させない取り組みを実施します。
（左折巻き込み事故防止強化月間・安全宣言日を制定）
■苦情削減・賞詞アップにむけた外部講師を招いての接客講習を実施します。
■ドライバーズコンテストを開催し、乗務員の安全意識・モチベーション向上を図りま
す。（継続実施）
■健康起因による事故防止対策として、運転士を対象とした脳MRI検査（継続実施）心
臓検査および視野検査を実施し、疾病の早期発見と適切な健康管理を推進します。
■１か月に１回安全衛生委員会を開催し、職場環境の改善、労働災害の防止に努めます。
■年４回安全対策実施部会を開催し、安全マネジメントの実施状況、進捗状況の点検を
します。
■指導係運転士の指導能力の向上を図るため、安全運転指導を行なう専門機関での外部
研修を実施します。
■事故防止策の教育の一環として、YAZAKI製デジタコ解析ソフトを活用し、右左折と
後退運転分析を追加し、運転者個々の特性に応じた指導を行ないます。
■自然災害発生時の安全確保を目的として、「ウェザーニュースfor business」を活
用した気象リスク管理を実施し、運休・迂回路等の運行判断を迅速かつ適切に行い、安
全な輸送サービスの提供に努めます。
■安全投資の一環として、AI側方衝突被害軽減システムを導入し、AIによる側方監視
機能を活用し、左折時等の安全確認を支援することで、事故防止策の強化を図ります。
■65歳以上の全乗務員に対し毎年適齢診断を受診し、身体機能や認知・判断能力の変
化を早期に把握することで、より安全な輸送のサービスに努めます。
■安全投資の一環として、アイマークレコーダーの導入を予定しています。運転者の視
線や確認行動を可視化し、運転特性に応じた教育・指導を行なうことで、安全意識の向
上とヒューマンエラーの防止を図ります。

2026年度 安全投資と取り組み事項



■ 速報対象事故・事件の詳細
※ 特定重大事故

ア 旅客自動車運送事業者及び自家用有償旅客運送者
ⅰ 乗客に1名以上の死者を生じた事故
ⅱ 乗客に5名以上の重傷者を生じた事故
ⅲ 乗客に10名以上の負傷者（重傷、軽傷を問わない）を生じた事故

イ その他社会的影響が特に大きいと認める事故
（例：事故に関し、報道機関による報道で大きく取り上げられたとき等）

※ 重大事故
ア  旅客自動車運送事業者又は自家用車有償旅客運送者

ⅰ 乗客、乗員、歩行者その他を問わず1名以上の死者を生じた事故
ⅱ 乗客、乗員、歩行者その他を問わず5名以上の重傷者を生じた事故
ⅲ 乗客に1名以上の重傷者を生じた事故
ⅳ 乗客、乗員、歩行者その他を問わず10名以上の負傷者（重傷、軽傷を問わない）

を生じた事故
ⅴ 転覆し、転落し、火災を起こし、又は鉄道車両と衝突し、若しくは接触した事故
ⅵ 酒気帯び運転（一般乗用旅客自動車運送事業者にあっては、酒気帯び運転を伴う事

故）
ⅶ 自然災害に起因する可能性のある事故
ⅷ 脳疾患、心臓疾患及び意識喪失に起因する事故（運行中止を含む）

   ix その他社会的影響が大きいと認める事故（例：事故に関し、報道機関による報道が
あったとき又は取材を受けたとき等）
※ 特定重大事件

自動車運送事業者、自家用有償旅客運送者に係るバスジャック、施設の不法占拠、爆弾
又はこ

れに類するものの爆発、
核・放射性物質、生物剤又は化学剤の散布、その他運行の安全に支障を及ぼす、又は及

ぼすお
それのある事件であって
社会的影響が特に大きいと認めるもの（例：報道等で大きく取り上げられた事件）

※ 重大事件
特定重大事件以外の次の事件
ア 一般乗合、一般貸切、特定旅客自動車運送事業者及び自家用有償旅客運送者

ⅰ 乗客、乗員に死者が出た事件
ⅱ 乗員による業務中の暴行事件
ⅲ その他運行の安全に支障を及ぼす、又は及ぼすおそれのある事件であって社会的影

響が大  
きいと認めるもの（例：報道等で大きく取り上げられた事件）

※ 事件予告
特定重大事件又は重大事件に係る予告電話、インターネットへ書き込みその他の予告

行為

8.輸送の安全に関する組織体制 事故災害等に関する連絡体制

報　告

指　示 報　告

報　告

指　示 報　告

指　示 報　告

指　示 報　告

連　絡

連　絡 連　絡

連　絡

連　絡

連　絡

連　絡

連　絡

教育指導室

安全輸送に関する組織図

代表取締役社長

災害・重大事故・重大事件（ﾊﾞｽｼﾞｬｯｸ/テロ）・事件予告等発生時の

安全緊急体制・連絡体制・被害者等支援体制図（赤字表記）

一般者 (市民等）

観光班

本社営業所長

対策班員　　　　気象班長

出雲営業所長

総務部員

広報班員

観光課員

 統括運行管理者 

対策班員 　　　　気象班長
一般者 (市民等）

2026/4/1現在

・負傷者の救護　　　 ・二次災害防止措置　　 ・救急119番、警察110番への連絡　　　

運転士がケガをして病院へ搬送された場合

運転士の家族に連絡（対策班又は営業班）

東京海上日動火災保険

（島根損害サービス課）

現地　乗客　病院対応班員

気象班員

車両支援班員　車両班員

 整 備 管 理 者 

車両支援班員　車両班員

 整 備 管 理 者 

運行管理者及び
（運行管理者補助者）

㈱カーテックス一畑

１１０番　/　出雲警察署

１１９番　/　出雲消防本部

指　示

状況確認

指　示

状況確認

報告

(連絡)

報告

(連絡)

運転士・ガイド・添乗員・車掌

気象班員

対策班員　　　　気象班員

現地　乗客　病院対応班員

運行管理者及び
（運行管理者補助者）

異常気象時　安全緊急体制・連絡体制図（緑字表記）

１１０番　/　松江警察署

１１９番　/　松江消防本部

東京海上日動火災保険

（島根損害サービス課）

対策班員　　　　気象班員

情報収集・家族対応対策班員

 統括運行管理者 

乗合班

営業企画課員

情報収集・家族対応対策班員

（安全統括管理者）

営業班長　　対策副本部長

中国運輸局　島根運輸支局

保安担当

「速報対象事故・事件・事件予告」は

右記を参照

共同運行会社等
　　運輸営業部長

代表取締役専務

対策本部長　　対策本部長

対策副本部長　　対策副本部長

営業班長　　対策副本部長

取締役運輸営業本部長

事故・災害・事件等発生

広報班長

執行役員総務部長

島根県旅客自動車協会・行政機関

㈱カーテックス一畑

情報収集・家族対応対策班員

（社長が報告することが難しい場合、代理で報告）



9．2025年度 輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況

教育指導室を主体に高齢のお客様や障がいをお持ちのお客
様へ適切な対応が出来るよう社員教育を実施しています。

【運転適性診断の実施】
■ナスバネットを本社に設置し、
３年毎に全乗務員に対して運転
適性診断を受診させ、自身の特
性データに基づいて個別指導を
行なっております。

教育指導室の技能教育担当者および指導係運転士に
よる自社のドライブレコーダー映像を活用した教育
を実施しています。

【ひとり立ち後の節目技能教育・接客指導】
■新任乗務員が営業運転に従事開始した後、安全運転の意
識向上を目的とした振り返り添乗指導を実施しています。



9．2025年度 輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況

【安全意識・モチベーションの向上】
安全意識の向上と無事故継続への意欲醸成を目的として、継続無事故表彰および賞詞表彰を実
施しました。また、受賞者を一畑グループ社内誌「淡交」で紹介し、安全意識および業務への
モチベーションの向上を図っています。

無事故・賞詞・永年表彰

社
内
誌
【
淡
交
】

【
無
事
故
表
彰
状
】
【
賞
詞
表
彰
状
】



9．2025年度 輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況

■2025年度の安全目標として掲げていた「第一回ドラ
イバーズコンテスト」を実施しました。
本コンテストは、安全に対する共通認識の醸成と安全運
転行動の検証、ならびに接触事故防止意識の強化を目的
として開催したものです。全乗務員がコンテストに参加
し、実技を通じて「無事故（安全）最優先」の重要性を
改めて認識し、確実な安全確認と安全行動の実践への意
識向上を図りました。

第一回ドライバーズコンテンスト表彰式

第１回　　　　一畑バス乗務員

注）運転行動の自己点検を目的としたコンテストです

日頃の運転を振り返り、明日への安全運転につなげよう！！

【開催期間】
令和8年2月～
令和8年3月末

　詳細は達示にてご確認ください

本社（営）出雲（営）乗務員対象

（路線バス部門・高速貸切部門）

ドライバーズコンテスト

部門ごとに賞金あり！



9．2025年度 輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況

■輸送の安全に関する情報の連絡体制を確立し、社内において必要な情報の伝達共有をしています。
（運行管理者会議毎月１回、年１２回開催）
■整備課による事案対応訓練を全従業員に実施しています。【本社・出雲営業所】
➢ 車輪脱落事故防止のため、ホイールナットの緩み点検及び打音点検教育を実施
➢ 高速車両のトイレ緊急時解除方法や非常口の取り扱いについて
■ナスバ島根支所にて運行管理者講習を受講しました。（毎年・全運行管理者受講）
■中国運輸支局主催の整備管理者講習を受講しました。（２年に１回）

整
備
課
に
よ
る
事
案
対
応
訓
練

運
行
管
理
者
会
議



緊急事態対応訓練を実施、緊急事態発生時の対応、強化に取り組んでいます

9．2025年度 輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況

松
江
消
防
本
部
合
同
緊
急
事
態
対
応
訓
練

応
急
手
当
普
及
員
資
格
取
得
者
に
よ
る
講
習

◼ 複数の傷病者が発生する重大事故を想定した緊急事態対応訓練（2025年度は車両火災を伴う訓練）を松江消防本部と合同で
実施しました。訓練では関係部署との連携体制や初動対応手順を確認し、結果を検証し、課題を抽出することで、より実効性の高い
対応体制の構築に向けた継続的な改善を進めました。
◼ 応急手当普及員資格取得者による救命講習（AED・胸骨圧迫を含めた応急手当について）
◼ 乗務員手帳・緊急対応小冊子（名刺サイズ）を全従業員に配布し、緊急時の確認、安全意識、法令遵守の

徹底をしています。

2026年度乗務員手帳

【応急手当の重要性】机上教育資料抜粋



◼ 緊急事態発生時における初動対応の迅速化および対応の標準化を図るため、緊急
対応小冊子を全面的に見直しました。事故・急な体調不良・災害発生時の対応手
順や報告系統、判断基準を分かりやすく整理し、乗務員および運行管理者が迷い
なく適切な行動をとれるよう、内容の充実を図りました。

◼ 事故や災害発生時の初動対応をより確実なものとするため、止血用品や保安用品
を収納した「事故対応グッズ」を整備し、各車両へ配備しました。緊急時に必要
な資器材を即座に活用できる体制を整えることで、現場における応急対応力の向
上と被害拡大の防止に努めました。

9．2025年度 輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況

☑　緊急対応小冊子（A5版）

初動対応は緊急対応小冊子を確認！

☑　乗務員用連絡カード

事故・故障・トラブル等お客様にお渡しするカード

☑　乗客名簿

軽微な事故でも全員に配布

記入困難者は乗務員が代筆し、本人と確認！

☑　クリップペンシル

乗客名簿記入用ペンシル

【応急手当グッズ】

☑　三角巾

捻挫・骨折した場合の固定または傷口の保護・止血

☑　ナイロン手袋

感染防止用・負傷者の傷口に直接触れないこと

（ビニール袋でも代用可）

☑　止血用ガーゼ

ガーゼを傷口にあて、上から強く圧迫して止血する

☑　サージカルテープ

患部にしっかり固定する為使用する

緊急時対応グッズ一覧

※消耗品使用時は運行管理者へ報告すること

緊急対応小冊子リニューアル版



Group companies

一畑グループ交通安全部会統一スローガン

私たちは安全輸送を最優先課題
とし

信頼される交通機関として

地域に貢献します。

一畑グループ

9．2025年度 輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況

◼ 年４回の全国交通安全運動等の計画を作成し、一畑グループ交通安全部会（一
畑バス・一畑電鉄・松江一畑交通・出雲一畑交通・一畑電車・隠岐一畑交通）
を挙げて、事故防止運動を実施しました。

◼ 運動期間中の重点実施項目を定め、全従業員が意識向上のためリボンを着用し、
事故防止に取り組みました。

◼ 役員・幹部の立会い、添乗指導や街頭指導も実施しました。

令
和
7
年
度
交
通
安
全
運
動
期
間



■「飲酒運転防止インストラクター」の資格を取得した安全統括管理
者による教育を実施し、飲酒運転の危険性や法令遵守の重要性につい
て理解を深めています。また、アルコールが身体や判断力に与える影
響、飲酒後のアルコール分解時間、酒気帯び運転による社会的影響に
ついて学ぶとともに、体質判定を活用した実践教育を行っています。
飲酒・酒気帯び運転を絶対に発生させないという意識の定着を図ると
ともに、松江警察署及び出雲警察署へ飲酒運転根絶宣言署名簿を提出
し、飲酒運転根絶に向けた決意を新たにしました。

9．2025年度 輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況

◆ 令和6年度より、インターネットを活用
したeラーニング安全教育システムを導
入し、全従業員が計画的かつ継続的に学
習できる教育体制を構築しました。運転
者に対する指導監督の指針12項目に基づ
き、輸送の安全に必要な知識や技能の習
得を図るとともに、ドラレコ映像を活用
した危険予知訓練や事故事例教育を実施
しました。

松江警察署 

 飲酒運転根絶宣言 署名簿 提出 

９月２２日 １０：00 署長室 

   松江警察署 署長 副署長 交通総務課長 交通安全協会専務理事 

   一畑バス  社長 運行部長 本社(営)所長 

なお、反射材着用推進リーダー「松江キラリしじみ推進隊」の委嘱（令和７年９月２２日より１年間）を受けま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出雲警察署 

 飲酒運転根絶宣言 署名簿 及び 国際電話利用休止申込書 提出 

  ９月２２日 １４：００ 署長室 

   出雲警察署 署長 副署長 交通総務課長 交通安全協会専務理事 

   一畑バス  社長 専務 運行部長 出雲(営)所長 

 

 

                     

 



9．2025年度 輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況

◆ 社長を長とした幹部職員による幹部会を毎月定期的に開催しました。（年12回）
◆ 安全対策実施部会を開催し、安全情報の報告、安全対策の提案を行いました。（年4回）
◆ 教育指導室を主体に職場会にて、実際のヒヤリ・ハット事例や苦情事例を活用した安全教育を

実施し、事故防止及び接遇向上に向けた指導を行ないました。（全従業員年4回実施）

安全対策実施部会



9．2025年度 輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況

月 月間指導目標・重点事項 月 月間指導目標・重点事項

4 バスを運転する心構え
初心に戻り再確認の徹底

10 乗降時の安全確保
早めのライト点灯と安全確認の徹底

5 危険予測の徹底で事故防止
プロとしてハンドルと誇りを持つ

11 乗降中の旅客の安全確保
あわてず、ゆとりある、安全運行

6 車両構造上の特性を把握
かもしれない運転の励行

12 気焦り運転の排除
路面変化に注意、早めに判断、早めに操作

7 車内事故防止対策の徹底
左側とバック運転の注意

1 冬期運転による事故防止
あわてず、ゆとりある安全運行

8 健康起因事故の防止
停留所通過の際は乗客確認

2 危険を予測した防衛運転の励行
スピードを控えて確認をしっかり行う

9
運行道路・経路の安全確認
扉の操作は停車してから！乗車確認の徹底 3

運転適性に応じた運転
車間距離を十分とって余裕のある運転を
心がけること

◼ 点呼時の月間重点事項
点呼の際の月間重点注意事項を設定し、月ごとに点呼場に掲示するとともに、運行管理者・乗務員双方が
が日々の出庫点呼時に読み上げ、事故防止の意識付けを行いました。

◆ 2025年度 月間重点注意事項・月間指導目標

点呼場



10.安全統括管理者
2023年６月16日より

安全統括管理者：運輸営業部長 湯淺 祐二

11.安全管理規定

「安全管理規定」別紙参照
（https://bus.ichibata.co.jp/media/safety-management-rules.pdf）

https://bus.ichibata.co.jp/media/safety-management-rules.pdf
https://bus.ichibata.co.jp/media/safety-management-rules.pdf
https://bus.ichibata.co.jp/media/safety-management-rules.pdf
https://bus.ichibata.co.jp/media/safety-management-rules.pdf
https://bus.ichibata.co.jp/media/safety-management-rules.pdf


12. 一般貸切自動車運送事業の内容について
2026.3.31現在

【運行管理者に係る情報】 【整備管理者に係る情報】

全社 本社営業所 出雲営業所

運行管理者人数 20人 13人 7人

運行管理者補助者人数 5人 3人 2人

内他業務（運転者等）と
兼務する運行管理者数 12人 11人 1人

内他業務（運転者等）と
兼務する運行管理補助者数 2人 2人 0人

全社 本社営業所 出雲営業所

整備管理者数 7人 4人 3人

整備管理者補助者数 0 0 0

内他業務（運転者等）と兼務
する整備管理者数 1人 1人 0

内他業務（運転者等）と
兼務する整備管理者補助者数 0 0 0



2026.3.31現在

【運転者に係る情報】

運転者 全社（一般貸切） 本社営業所（一般貸切） 出雲営業所（一般貸切）

正規雇用 84人（52人） 52人（25人） 32人（27人）

正規雇用以外 10人（4人） 4人（1人） 6人（3名）

健康保険加入者数 94人（56人） 56人（26人） 38人（30人）

厚生年金加入者数 94人（56人） 56人（26人） 38人（30人）

労災保険加入者数 94人（56人） 56人（26人） 38人（30人）

雇用保険加入者数 94人（56人） 56人（26人） 38人（30人）

平均勤続年数 １4年11か月 １5年5か月 １4年3か月

12. 一般貸切自動車運送事業の内容について



12. 一般貸切自動車運送事業の内容について

事業用自動車に係る情報                               一畑バス株式会社                                                        

2026年 3月 31日現在 

営業所保有台数 本社営業所 出雲営業所 合計 備考 

61 38 99  

運行態様ごとの台数 乗合 貸切 乗合 貸切 乗合 貸切  

55 6 29 9 84 15  

大型中型小型ごとの台数 大型 中型 大型 中型 大型 中型 大型 中型 大型 中型 大型 中型  

19 36 6 0 22 7 9 0 41 43 15 0  

最新車齢（年） 1 2 1 ― 1 10 1 ― 1 2 1 ―  

最古車齢（年） 17 30 15 ― 17 29 16 ― 17 30 16 ―  

平均車齢（年） 6.1 13.2 9.3 ― 7.9 25.1 8.9 ― 7 15.2 9.1 ―  

ドライブレコーダー 19 36 6 ― 22 7 9 ― 41 43 15 ―  

デジタルタコグラフ 10 0 6 ― 15 0 9 ― 25 0 15 ―  

ＡＶＳ搭載台数 17 11 6 ― 16 0 8 ― 33 11 14 ―  

 追突軽減ブレーキ（PSC） 10 0 5 ― 15 0 8 ― 25 0 14 ―  

定速走行車間制御クルーズ 10 0 5 ― 15 0 8 ― 25 0 14 ―  

車線逸脱警報 10 0 5 ― 15 0 7 ― 25 0 12 ―  

ふらつき警報 10 0 5 ― 15 0 7 ― 25 0 12 ―  

横滑り防止装置（ASR、VSC） 10 0 5 ― 15 0 8 ― 25 0 14 ―  

電気制御式ブレーキシステム（ＥＢ

Ｓ） 

10 0 5 ― 15 0 8 ― 25 0 14 ―  

ドライバーモニター 11 4 1 ― 11 0 2 ― 22 2 12 ―  

ドライバー異常時対応システム

（EDSS） 

11 11 1 ― 11 0 2 ― 22 13 3 ―  

オートハイビーム 5 0 0 ― 2 0 0 ― 6 0 0 ―  

運転席防護板 10 0 6 ― 15 0 9 ― 25 0 15 ―  

業務用 IP無線機器 19 36 6 ― 22 7 9 ― 41 43 15 ― 全車両 GPS機能付 

任意保険の加入状況 対人保険無制限 対物保険無制限 



13.運輸安全マネジメント評価の実績・セミナー受講状況

◼ 直近3年間の運輸安全マネジメントの評価なし

◼ 国土交通省・自動車事故対策機構・バス協会などが主催とする講習会に管理職、教育指導室、運行
管理者が参加しました。

講習会・セミナー 受講月 主催 受講者数

運輸防災セミナー １０月 国土交通省 ２名

ガイドラインセミナー １０月 自動車事故対策機構 ２名

リスク管理セミナー １１月 自動車事故対策機構 ２名

内部監査セミナー １１月 自動車事故対策機構 ２名

貸切バス事業者
講習会

６月 国土交通省中国運輸局 ２５名
（全運行管理者受講）

運輸安全に関するシンポジューム2025 １１月 国土交通省 １名

プロドライバーの健康管理、労務管理の向上、
飲酒運転防止による事故防止に関するセミナー

２月 国土交通省 ２名



14. 2025年度 輸送の安全に関する内部監査結果

◼ 運輸安全マネジメント内部監査

内部監査日程 2026年２月25日～26日

被監査対象者 経営トップ・安全統括管理者

監査方法 被監査対象へのインタビュー

インタビュー実施者 外部専門機関（自動車事故対策機構）・監査チーム（本部長・総務部長）

監査内容 運輸安全マネジメント実施状況

監査全般の講評・所見 昨年度に引き続き、輸送の安全が第一であるとする運輸安全マネジメント
の趣旨を正しく理解し、経営トップを筆頭に全社一丸となって、輸送の安
全の確保に取組んでいると確認されました。

指摘事項 ①事故削減目標について
②運行管理者の体制づくりについて
③異常気象等災害発生時の対応

指摘があった事項の措置 内部監査における指摘事項について、
2026年度に見直しを行い、是正措置を
完了しました。



常にお客様の

「安全」「安心」
「快適なサービス」を第一に

2026年7月1日
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